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バッチ交換 連続灌流

手作業に近い条件で
検証可能なデバイスを使用

iPS細胞の培養及び分化誘導における手作業から閉鎖系自動培養装置へのプロセス移管を想定し、スケールダウンモデルの実用性を検証する。

・CegluTM mutiwell plate 
(積水化学工業)

資材

交換間隔比較 流速比較

Hand Day7 B-2 Day7
B-1 M P-10 

考察
・デバイスの使用は手作業では困難な高頻度での培地

交換や常時交換を可能にし、RPE分化検証では、総
生細胞数が増加することで、結果的にPAX6陽性細胞
の回収数が増加する傾向が確認された。

・RPE分化のように培養期間が⾧く、かつ培地の切り
替えのある培養プロセスにおいては、培地交換の方
法が培養結果に大きく影響する可能性が示唆された。

P-10: 流速 10 µL/min
P-30: 流速 30 µL/min

デバイス設定条件と流路図

3mL

培養条件 培養条件

Day7 細胞観察結果

・作業者や実験間で差異あり
・培地の完全除去が可能
・細胞の状態に合わせた

手技の調節が可能

自動培養装置での培地交換

Scale bar: 500 µm

B-12 P-30

Day30 細胞観察結果

: 総生細胞数 (cells)
: TRA-1-60+ (%) ・全ての条件でコロニー形成あり

・培地交換量と総生細胞数に
相関傾向なし

・全ての条件で高い未分化性維持
(TRA-1-60+ >80%)
本検証における培地交換条件の
設定範囲内でiPSCs培養が可能

B-2 P-30 

手作業の培地交換

・手作業に似た動作を
規則的な間隔でできる

・培地の完全除去は困難

・手作業では不可能な
低速度で常時交換

バッチ交換 連続灌流

・培養スケール
・容器の材質
・温度、ガス調節

・培地交換

ギャップ

培養スケール 約3.5mL/well

細胞数と未分化マーカー評価

1日あたり交換量 (mL)

M-24: 2 mL手作業

B-24: 3 mL     B-12: 6 mL
P-10: 14 mL P-30: 43mL

デバイス※

3mL 3mL

B-24:交換間隔 24 h
B-12:交換間隔 12 h
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B-24 P-10

細胞数と網膜初期マーカー評価

・実験間差が低減できる

培養中のデバイス外観

・iP-TEC® ポケット灌流
ポンプキット

※ポンプ設定値から算出

M-24

iPSCs播種 (CFiS-S01       )
1.5e4 cells/well

iPSCs播種 (CFiS-S01)
3.0e5 cells/well

手作業 自動培養装置

1日あたり交換量 (mL)

M-24: 4 mL手作業

B-24: 3 mL     B-12: 6 mL
P-10: 14 mL P-30: 43 mL

デバイス※

※ポンプ設定値から算出

・全ての条件でRPE様形態に特徴的な
色素の沈着と敷石状形態を観察

・培地交換量の増加に伴う目視可能な色素の
沈着範囲および総生細胞数の増加傾向あり

・PAX6陽性率は手作業が最も高い
培地交換量の増加が細胞形態やPAX6陽性
細胞数に影響

M-24 B-24 B-12 P-10 P-30

色素沈着

Scale bar: 500 µm
敷石状

M-24 B-24 B-12 P-10 P-30

: 総生細胞数 (cells)
: PAX6+細胞数 (cells)
: PAX6+ (%)

(cells) (%)
(cells) (%)

装着

CO2インキュベーター内に設置
(上)連続灌流 (下)バッチ交換
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まとめ
手作業から閉鎖系自動培養装置
へのプロセス移管を行う上で、
本スケールダウンモデルを用い
た検証が、培地交換方法を決定
するための実用的なアプローチ
となりうることが示された。

展望
pHやグルコース、乳酸などの
培地成分のモニタリングと
フィードバック制御を導入す
ることで、培地交換の自動化
の有効性をさらに高められる
可能性がある。 利益相反 (COI) 開示:本演題に関して、

開示すべきCOI関係にある企業などはあ
りません。


